
所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 教授 氏名 古橋 啓介 

 

１．教員紹介・主な研究分野 

 

・高齢者の記憶研究 加齢に伴い全体的に記憶能力は減退するが、短期記憶、長期記憶、

作業記憶などの記憶の種類の中にはそれほど減退しない記憶能力もある。記憶システム論

の立場から、記憶の生涯発達過程を実証的に明らかにする研究を行っている。とくに、高

齢者が計算課題や音読課題を行うことにより記憶能力の減退を防止することが出来るかと

いう問題を科学研究費の助成を得て検討している。 

・子育て支援研究 地域の子育ての実態と保護者の意識等を調査し、子育ての効果的支援

のあり方を研究している。本年は福岡市（日本）と大邱市（韓国）の調査を行い、両市の

比較研究を行った。 

・生涯発達支援に関する研究 地域において対人援助職についている人たちを対象に、心

理的支援の実践について研修会講師等の活動を通じて行っている。 

 

２．研究業績 

① 最近の著書・論文 

・古橋啓介・細井勇・秦和彦・宮城由美子・吉川未桜・林ムツミ・南美慶・黄星賀・徐慧

全 2010 福岡市とテグ・キョンサン市における子育て中の保護者の意識と子育て支援の

実態  

 ・古橋啓介 2009 高齢者記憶研究が心理臨床場面に役立つために 福岡県立大学心理臨床

研究 1,91-95.  

・岡田圭代・古橋啓介 2009 対人関係に悩みを持つ中学生に対するソーシャルスキルトレ

ーニングの効果 福岡県立大学心理臨床研究 1,45-52.  

・吉澤佳代子・古橋啓介 2009 中学校におけるスクールカウンセラーの活動に対する生徒

の評価 福岡県立大学心理臨床研究 1,53-66. 

・古橋啓介 2008 高齢者における記憶と自己 心理学評論 51(1),151-161. 

・岡田圭代・古橋啓介 2008 小学生の対人交渉方略に及ぼすソーシャルスキルトレー

ニングの効果 福岡県立大学人間社会学部紀要 17(2),33-46. 

・吉澤佳代子・古橋啓介 2008 中学校におけるスクールカウンセラーの活動に対する

教師の評価 福岡県立大学人間社会学部紀要 17(2),47-66. 

・古橋啓介 2007 高齢者の記憶機能における計算訓練の効果 福岡県立大学人間社会

学部紀要 16(1),85-89. 

・田代輝浩・古橋啓介 2007 児童のストレス反応軽減に及ぼすソーシャルスキルトレー

ニングの効果 福岡県立大学人間社会学部紀要 16(1),143-156. 

・秦和彦・古橋啓介・細井勇・林ムツミ 2007 田川地域の市町村の次世代育成支援対策

行動計画について ―田川地域の子育て意識調査結果から見た課題― 福岡県立大

学人間社会学部紀要 15(2),49-71. 

②その他最近の業績 

・シンポジウムパネリスト 

日・韓子育て支援シンポジウム 2009 古橋啓介 福岡市における子育て意識調査概要 

・国際学会発表  

XXIX International Congress Of Psychology 2008 Effect of performing arithmetic 

and reading aloud on memory tasks in the elderly. Yoshida,H.,Furuhashi,K.,Okawa,I. 

and Tsuchida,N. 

・学会ワークショップ話題提供 

古橋啓介 2007 加齢に伴う記憶・抑制機能の変化及び介入 日本心理学会第71回大会論文

集    



・学会発表 

孫琴・箱岩千代治・石川真理子・・古橋啓介他 2009 加齢に伴う健康高齢者の記憶及び

抑制の変化 日本心理学会第73回大会論文集 1055．  

 高橋伸子・孫琴・・古橋啓介他 2009 健康高齢者の記憶及び抑制に関する介入研究 日

本心理学会第73回大会論文集 1056． 

③過去の主要業績 

･古橋啓介・門田光司・岩橋宗哉 2004 子どもの発達臨床と学校ソーシャルワーク ミネ

ルヴァ書房 

･古橋啓介 2003  記憶の加齢変化 心理学評論 45(4),466-479. 

･古橋啓介 1995 概念学習における仮説検証行動の研究 風間書房 

･古橋啓介 1979  選択事態における自発的仮説抽出行動 心理学研究 50(1),9-16. 

 

３．外部研究資金 

・科学研究費代表 基盤(C)、健康高齢者の記憶機能における計算訓練課題の効果、3400千

円、2008-2010.  

 

４．受賞 

  なし 

 

５．所属学会 

・日本心理学会、日本教育心理学会、日本発達心理学会、日本心理臨床学会 

 

６．授業科目 

・発達心理学Ⅰ・２単位・1年次前期、発達心理学Ⅱ・2単位・1年次後期、発達心理学Ⅲ・

2単位・2年次後期、学習心理学・2単位・３年次前期、演習・2単位・3年次後期～4年次前

期、卒業論文・6単位・4年次後期、発達心理学特論・2単位・1/2年次前期、臨床心理学研

究法・2単位・1/2年次後期、臨床心理実習・1単位・通年、臨床心理基礎実習・2単位・通

年、特別研究・4単位・1～2年次・通年 

 

７．社会貢献活動 

・北九州いのちの電話評議員 

・田川市就学指導委員会委員長 

・田川市政治倫理審査会会長 

・筑豊地区教育相談ネットワーク会議委員 

 

８．学外講義・講演 

・北九州市社会福祉研修所 「保育士のカウンセリング研修」 3日 

・北九州いのちの電話 「カウンセリングと対人援助」・「発達課題」2回 

・北九州市社会福祉研修所 「社会福祉等援助技術研修」1回 

・北九州市社会福祉ボランティア大学 「介護従事者のカウンセリング」全3回 

 

９．附属研究所の活動等 

・生涯福祉研究センター兼任研究員 

・ 生涯福祉研究センター研究プロジェクト「地域の子育て支援に関する研究」分担 

 

 

 

 

 


